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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 33

重度化した場合や終末期のあり方について利用
者家族に対しては丁寧な説明を行っているが、
職員への研修が不十分であり、理解力の差があ
る。

ターミナルケアを理解する為に、研修会に参
加し終末期のあり方や事業所で出来ることを
理解してもらい、チームでの支援が出来る。

○内部で研修する機会をつくる。
○積極的に外部の研修に参加する。

1年間

2 25

一人ひとりの一日の過ごし方や心身の状況の把
握に努めているが、職員間の共有が不足してい
る。

日々の変化や心身の状態、有する力を職員
間で共有する。

○職員間でのコミュニケーション不足を無くす。
○変化や気付きがあれば情報を必ず職員間で
共有し事故を未然に防ぐ。

1年間

3 27

日々の様子を個別に記録しているが、身体介助
などの記録が多く、気付きや心身の状態などの
記録が少ない。職員間で共有となっていないこと
もある。

個別の日誌に気付きや心身の状態、有する
力など把握したことを記録する

○本人の気持ちを表した言葉を記録する。
○本人の有する力など記録する。
○職員間で情報を共有する。

1年間

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


